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編集方針
本報告書は、株主・投資家の皆様をはじめとするステークホルダーの皆様に、当期の実績
等の財務情報に加えて、当社の中長期的な企業価値向上に向けた取り組み等の非財務情
報について開示することで、当社グループを一層ご理解いただき、さらなる対話のきっかけ
となることを目指して発行しています。

対象組織
日本電設工業株式会社およびグループ全体の事業活動を対象としています。
日本電設工業株式会社のみについては「日本電設工業」ないし「当社」、グループ全体につ
いては「NDKグループ」ないし「当社グループ」と表記しています。なお財務情報は連結数
値、非財務情報は単体数値を基本としています。

対象期間
2023年4月1日～2024年3月31日　一部対象期間外の活動報告を含みます。

見通しに関する記述
本報告書には、当社の事業に関する将来の見通しが含まれています。これらは現時点で入
手可能な情報から予測したものであり、今後の様々な要因により実際の業績等とは異なる
可能性があります。

参照ガイドライン
国際統合報告評議会（IIRC）「国際統合フレームワーク」
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社 是

お客様本位の精神で安全・確実な業務の遂行により
顧客の信頼を高め、人々の生活や経済を支える
社会的に重要なインフラの創造をとおして社会に貢献する

企業理念

綱 領

吾等は常に愛社の精神に徹し、社運の興隆をはかろう
吾等は常に相互の親和に努め、職場の明朗をはかろう
吾等は常に身心の鍛練に努め、職責の完遂をはかろう
吾等は常に技能の練磨に努め、業務の改善をはかろう
吾等は常に誠実奉仕に努め、信用の増大をはかろう
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価値創造の歴史 戦後の日本の発展とともに鉄道をはじめとした社会のインフラ構築に大きく貢献してまいりました。
これからも持続可能な社会の実現に向けて社会のインフラを支えてまいります。

1942年～ 1960年～ 1980年～ 2010年～

　当社は、1942年に戦時体制下における鉄道輸送力増強、維持のため
国鉄の鉄道電気設備工事を専門とする「鉄道電気工業株式会社」とし
て設立され、終戦後は、荒廃した設備の復興と鉄道電化に全力で取り
組みました。その後、当時全国に展開する組織を持つ唯一の電気工事
会社として都市や工場施設の復興や新設・増設にも従事することとな
り、1949年に社名を現在の「日本電設工業株式会社」に改めました。

　高度経済成長期に入りビルや建物のインフラ整備が拡大したこと
を背景に、1962年からの5年間は一般電気工事の受注工事高が2.2倍
になるなど大きく躍進しました。1964年に営業品目に空調冷暖房工
事と給排水衛生工事の設計・施工が加えられたことも業績貢献に寄
与しています。また、1964年に東海道新幹線（東京～新大阪）が開業
したほか、国鉄の輸送力強化や輸送方式の近代化に伴う鉄道電気工
事も盛んに行われていました。

　国鉄民営化、バブル経済、その後のバブル経済崩壊と激変の時代で
した。当社もその波に押され、バブル経済崩壊後の業績は大きく後退
しました。これを打開すべく2003年に「日本電設3ヶ年経営計画2003」
を策定、これまでの「仕事のやり方」「仕組み」を打破して利益を生み出
せる体質へと変化していきます。「日本電設3ヶ年経営計画」という名
称や、経営目標・重点実施テーマを明示する形式は、この3ヶ年経営計
画2003に始まり、2006、2009、そして現在へと継承されています。

　社会のインフラを支える設備工事会社として、自然災害に備えた国
土強靭化政策への積極的な参画や災害発生時においては迅速な復旧
工事を行っています。また、気候変動対策の国際的な合意であるパリ
協定やSDGsにより世界では環境保護の気運が高まり、脱炭素化の実
現に向けた取り組みが強化されるなか、再生可能エネルギー利用促進
等のカーボンニュートラルに向けた各種設備工事において、環境に配
慮した高い技術力で持続可能な社会の実現に貢献しています。

国鉄の鉄道電気設備工事専門会社として設立 高度経済成長と一般電気工事の躍進 国鉄民営化、バブル崩壊からの立ち上がり 持続可能な社会の実現を目指して

国鉄小千谷発電所 国鉄大宮～宇都宮間電化 帝国ホテル 東海道新幹線（東京～新大阪） 山形新幹線 京都駅ビル 大崎三本木太陽光発電所常磐線　新地駅（震災復旧）

上越線（高崎～水上間）電化
1947年

  売上高、営業利益の推移 
■売上高（右軸）　  営業利益（左軸）

1942 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

商号を日本電設工業株式会社に変更

中央研修所開設

中央学園開設

西日本統括本部
を設置

監査等委員会
設置会社へ移行

NDK安全文化創造館
を開館

環境エネルギー本部
設置

環境エネルギー本部
を設置

鉄道電気工業株式会社設立鉄道電気工業株式会社設立

東証二部上場

情報通信本部
を設置

情報通信本部
を設置

東証一部上場東証一部上場

東京証券取引所
プライム市場へ移行
東京証券取引所

プライム市場へ移行

（億円）

（億円）

関連事業本部
を設置

電設工技術学園
（職業訓練校）を開校

鉄道統括本部・
営業統括本部を設置

鉄道統括本部・
営業統括本部を設置

500

1,000

1,500

0

80

0

160

240

2,000

（年度）

※  1999年度までは単体の実績を示しています。
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00.0%
売上高

関連事業等

連結子会社
•日本電設電車線工事株式会社
•日本電設信号工事株式会社
•東日本電気エンジニアリング株式会社

連結子会社
•NDK電設株式会社
•NDK西日本電設株式会社
•株式会社東電
•トキワ電気工業株式会社

連結子会社
•日本電設通信工事株式会社

連結子会社
•株式会社石田工業所

連結子会社
•NDK総合サービス株式会社
•NDKイッツ株式会社
•NDK設備設計株式会社
•NDKアールアンドイー株式会社

北陸新幹線（長野～金沢）

SAGAサンライズパーク
「SAGAアリーナ」

JR東日本 上野駅

三保ソーラーパワー

ロータス西千葉

鉄道電気工事 P.23

P.25

P.27

P.29

P.31

一般電気工事

環境エネルギー工事

情報通信工事

売上高

鉄道運行や旅客サービスに関わ
る通信工事のほか、携帯電話基
地局の設置工事やIPネットワー
ク関連工事等、進化を続ける情報
通信分野での最適なソリューショ
ンを提供しています。

不動産の有効活用として賃貸ビ
ル・マンション事業をはじめ、ビ
ル総合保守管理業、太陽光発電
事業、ソフトウェア開発等の情報
サービス業等を行っています。

省エネルギー対策工事や再生可
能エネルギー工事のほか、駅ビル
やオフィスビル等、様々な建物の
空気調和設備や給排水衛生設備
工事を行っています。

（2024年3月31日現在）

新幹線、地下鉄、モノレール、新交
通システムなどあらゆる鉄道の電
気設備（電車線、発変電、送電線、
電灯電力、信号）における工事・保
守・改修等を行っています。

109,165
百万円

売上高/構成比

56.2%

官公庁から学校、病院、ホテル、駅
ビル、工場、空港、大型テーマパー
クまで、様々な建物において新
築や改修などの電気設備工事を
行っています。

47,937
百万円

売上高/構成比

24.7%

27,319
百万円

売上高/構成比

14.1%

5,006
百万円

売上高/構成比

2.6%

4,602
百万円

売上高/構成比

2.4%

全21社

グループ会社 連結従業員数

 4,744名

時価総額
※2024年3月29日終値

1,257億円

創業

1942 年

連結売上高
(2024年3月期)

1,940億円

12.7%
UP

連結営業利益
(2024年3月期)

134億円

39.2%
UP前期比 前期比

鉄道電気工事部門
リーディング
カンパニー

No.1
鉄道電気工事 施工実績

JR東日本
パートナー

会社

NDKグループの概要

５つの事業で

全国展開
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4,744 名

従業員数（連結）

0

1,500

3,000

4,500

6,000

2021 2022 2023

4,706 4,738 4,744

（名）

（年度）

173,719 百万円

次期繰越高

2019

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2020 2021 2022 2023

175,763 172,491
144,574 156,811 173,719

（年度）

（百万円）

47 円

１株当たりの配当金 配当性向

28.6%

2019

0

15

30

45

2020 2021 2022 2023

37 37
31

37

31.7%36.5%
23.8%20.2%

47

28.6%

（年度）

（円）

208,036 百万円

受注高

2019

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2020 2021 2022 2023

201,561 190,660
172,335 182,693

208,036（百万円）

（年度）

194,031 百万円

売上高

2019

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2020 2021 2022 2023

198,244 195,695
173,569 172,100

194,031
（百万円）

（年度）

13,448 百万円

営業利益 営業利益率

6.9%

2019

0

5,000

10,000

15,000

2020 2021 2022 2023

16,495
14,188

7,454
9,658

5.6%4.3%
7.3%8.3%

13,448

6.9%

（年度）

（百万円）

育児休業等取得率

男性 51.7% 女性 100.0%

0

50

25

75

100

2021 2022 2023

100.0

51.7

100.0

37.2

100.0

15.9

（%）

（年度）

10,042 百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 ROE

5.5%

2019

0

5,000

10,000

15,000

2020 2021 2022 2023

11,274 9,546

5,222
7,171

4.1%3.0%
5.7%7.1%

10,042

5.5%

（年度）

（百万円）

13.3 日

平均有給休暇取得日数

0

5

10

15

2021 2022 2023

12.4 12.7 13.3
（日）

（年度）

財務ハイライト 非財務ハイライト

上記は、全て連結数値となります。 従業員数のみ連結数値となります。

70.6 時間

1人当たり平均研修時間※

0

30

60

90

2021 2022 2023

78.1 74.3 70.6

（時間）

（年度）

※人材開発部主催研修

※育児休業等には、育児目的の休暇も含む

6,004 t-CO2

GHG排出実績（Scope1+Scope2）

0

3,000

1,500

4,500

6,000

2022 20232021

5,814

2013

8,945

5,508
6,004

（t-CO2）

（年度）

2013年度比
32.9%削減

22.5 時間 

1人当たり月平均時間外労働

0

10

20

30

2021 2022 2023

22.1 22.4 22.5

（時間）

（年度）
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価値創造プロセス

資本増大

モーダルシフト 人権多様性少子高齢化インフラ老朽化気候変動

経営理念

マテリアリティ P39

日本電設3ヶ年経営計画

飛躍への挑戦

In
p

u
t

経営資本（2023年度）

外部環境

財務資本

総資産（連結）� 2,825億円
自己資本（連結）� 1,857億円

製造資本

主要国内拠点数　　　� 36拠点
グループ会社数� 21社
保有軌陸車数　　　　� 172台

知的資本

研究開発費（連結）� 297百万円

社会・関係資本

協力会参加社数� 523社
JR東日本パートナー会社

人的資本

従業員数（連結）� 4,744名
施工管理技士（1級各種）　�1,569名
中央学園

自然資本

電気使用量� 7,407MWｈ
車両燃料使用量� 1,178ｋℓ

NDK Vision90

NDKグループ
5つの事業

環境
エネルギー

工事
関連事業等

一般電気
工事

鉄道電気
工事

GHG排出量（Scope1+2） 6,004t-CO2

産業廃棄物排出量 26,953t

負のOUTPUT

事業活動の成果（2023年度）

主な実績

北陸新幹線	（金沢～敦賀間）	 2024年3月竣工

鹿児島第３地方合同庁舎	 2023年8月竣工

安全・品質の追求

鉄道電気工事のリーディングカンパニー

高い技術力

情報通信
工事

O
u

tp
u

t

2031年度（第90期）ありたい姿

「総合インフラ設備工事会社」へ

※軌陸車は線路および一般道路を走行できる工事用車両

受注高 2,080億円

売上高 1,940億円

営業利益/営業利益率 134億円/6.9%

（連結）

P.20

P.39

P.01

P.17
自然災害

O
u

tc
o

m
e

社会的価値

安心、安全で 
快適な社会インフラの構築

持続可能な社会への貢献

脱炭素社会への貢献

従業員満足度の向上

地域社会との共生

企業価値向上

経済的価値

日本電設3ヶ年経営計画2024 
2027年3月期目標

営業利益 153億円

ROE                 8%

配当総額  100億円 
（2024年度～2026年度累計）（予定）
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